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「京都市京町家保全・継承推進計画（案）」に関する 

市民の皆様の主な御意見と御意見に対する本市の考え方 

 

１ 「京都市京町家保全・継承推進計画（案）」全体について（１３４件） 

⑴ 計画全体の方向性に関すること（８９件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 計画（案）に賛成，期待】 

・ 京都の歴史的な町並みや生活文

化を象徴する京町家を守るため

に必要な計画である。 

・ 条例が制定され，本格的に京町

家の保全・継承を実行していくた

めのこの計画は，大変重要であ

り，期待している。 

・ 京町家を保全する取組，活用す

る取組，新たに増やす取組，それ

ぞれの視点からの取組により京

町家を危機から救うという京都

市を応援する。 

など 

７２ 

計画策定後は，本計画に基づき，所有者や事業者，自治

組織・市民活動団体等，市民の皆様とともに，京町家の保

全・継承に向けて着実に取組を進めてまいります。 

【② 京町家の価値，保全・継承の

意義】 

・ 京都の生活文化の継承という視

点で，非常に重要な取組である。 

・ 京都の観光資源としても，京町

家の保全・継承は重要である。 

・ 京町家の価値や保全・継承の意

義について，よりつき詰めて考え

るべきである。 

など 

１７ 

地域社会との共存の精神や自然と共存した生活，防災・

減災の知恵など，京町家で受け継がれてきた生活文化に

は，現代が求める予測困難な環境の変化にも柔軟に対応

し，解決に結びつけることができる工夫や知恵などが蓄積

されています。生活文化を保全し，更に継承・発展させて

いくことで，現代，将来の問題の解決につなげることがで

きることから，京町家の保全・継承することで，生活文化

の保全・継承に取り組んでまいります。 

また，京町家からなる美しい町並み景観は，日本だけで

なく世界の人々を惹きつける魅力となっています。京都の

魅力や都市格を高めるためにも，京町家の保全・継承は重

要と考えています。 

 

⑵ 計画の進め方に関すること（３３件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 所有者等の意向の尊重】 

・ 所有者等の意向に沿った保

全・継承が大切である。 

・ 人の心に寄り添う行政の力が

大切ではないか。 

など 

１１ 

京町家の保全・継承に係る協議や，京町家マッチング制

度においては，所有者の皆様の意向をしっかりと伺い，尊

重し，お気持ちに寄り添いつつ，事業者の皆様と連携しな

がら，京町家を保全・継承する方法を検討してまいります。 

【② 体制の整備】 

・ 京町家の町並みを残すのであ

れば，それにふさわしい財政的

支出が必要である。 

・ もっと人と金を投入したダイ

ナミックな取組が求められる。 

など 

５ 

今年度から，京町家の改修等に係る助成制度の創設・拡

充や，京町家マッチング制度の構築・運用，京町家の新築

を誘導する基準の検討を開始したほか，支援策等の積極的

な周知・啓発を継続して展開するなどしており，今後も引

き続き，京町家の保全・継承に取り組んでまいります。 
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【③ 計画の実効性】 

・ 計画策定後も柔軟に見直しなが

ら，実効性のある計画に充実させ

てほしい。 

など 
４ 

京町家の保全・継承や解体に関する相談軒数や対応結

果，京町家マッチング制度を通じて保全・継承に繋がった

件数，指定による保全・継承への効果などについて，モニ

タリングを実施するとともに，年度毎に進捗状況と成果の

確認を行い，必要な改善を行うなど，計画に基づき着実に

取組を進めてまいります。 

なお，計画の期間は１０年間としていますが，社会情勢

の変化や取組の効果等を踏まえ，計画期間中であっても見

直しを行うこととしています。 

 

【④ 取組の速度】 

・ スピード感を持って何事にも対

処していただきたい。 

など 

３ 

平成２８年度に実施した調査において，７年間で約５，

６００軒の京町家が取り壊されたことを確認しており，京

町家の滅失傾向に歯止めがかかっていない状況は，京都の

アイデンティティを脅かす重大な危機と認識しています。

このような状況に対し，昨年度に条例を制定し，今年５月

からは，解体に係る事前届出制度を開始するとともに，所

有者等に対して京町家の活用方法の提案や活用希望者と

のマッチングを行う京町家マッチング制度を開始してい

ます。また，８月からは条例に基づく指定を開始，１０月

からは京町家の改修助成制度の運用を始めています。引き

続き，必要な施策を，スピード感を持って展開し，京町家

の保全・継承に取り組んでまいります。 

 

【⑤ 課題分析】 

・ 所有者がなぜ京町家を取り壊す

のかについての分析が足りない

のではないか。 

・ 高齢化が深刻になっているとい

う考察を追記すべきである。 

など 

３ 

本計画の策定に向け，昨年度に設置した「京都市京町家

保全継承審議会」において，京町家が減少する様々な要因

を「意識に関する問題」，「維持，修繕及び改修に関する問

題」，「継承及び流通に関する問題」の３つに分析・整理し

ました。これらの減少要因に応じて，本計画に基づいて施

策を展開してまいります。 

また，京町家に関する調査を実施する機会や社会情勢の

変化など，必要に応じて，所有者等の皆様にアンケート調

査を行うことなどにより，京町家を取り巻く課題を適時・

的確に把握し，施策を展開してまいります。 

 

【⑥ 費用対効果】 

・ 補助ありきでなく，マッチング

制度などを充実させることで予

算をかけない方向を考えること

が重要である。 

・ 費用対効果を検討する必要があ

る。 

など 

３ 

京町家の保全・継承推進計画では，不動産流通市場の積

極的な活用を重視しており，行政と事業者団体の連携によ

り，京町家の流通に係る環境整備を行うこととしておりま

す。 

また，今年度新たに創設した改修助成では，京町家の保

全・継承を効果的に進めるため，条例に基づき個別に指定

した京町家と指定した地区内にある京町家に対して支援

を行うこととしています。 

【⑦ 趣旨の周知】 

・ 趣旨等は広く周知する必要があ

る。 

など 
２ 

本計画では，所有者だけでなく，管理者・使用者や不動

産事業者・建設事業者・解体工事業者，市民・その他の事

業者，自治組織及び市民活動団体など，様々な主体が相互

にその責務・役割を理解し，協力するものとしています。

これらの様々な主体が，「みんなごと」として京町家の保

全・継承に取り組むことができるよう，本計画の趣旨につ

いて，広く周知してまいります。 
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【⑧ その他】 

・ 公正かつ効果的な制度設計が必

要である。 
２ 

例えば，京町家マッチング制度の構築・運用では，「信頼

性の確保（京町家の保全・継承のために効果的であり，所

有者が安心して依頼できること）」及び「透明性（対応団体・

事業者の選定方法や活用提案の結果について透明性を確

保すること）」を特に留意することとしています。その他の

施策についても，公正かつ効果的に実施してまいります。 

 

⑶ 記述内容に関すること（１２件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① ＳＤＧｓやレジリエンスと

の関連性】 

・ ＳＤＧｓやレジリエンスとの

関連についても盛り込むべきで

ある。 

など 

７ 

京町家の保全・継承は，ＳＤＧｓの持続可能な開発目標

のひとつ「１１ 住み続けられるまちづくりを」と関連し

ます。この項目は，「包摂的でかつ強靭（レジリエント）で

持続可能な都市及び人間居住を実現する」ものであり，こ

のためには，京町家に蓄積されてきた，予測困難な環境の

変化にも柔軟に対応し，解決に結びつけることができる工

夫や知恵が大きな役割を果たすことができると考えてい

ます。また，京町家の保全・継承は，今年度策定予定の，

あらゆる危機を乗り越え，発展し続けられる都市を目指す

取組指針となる「京都市レジリエンス戦略」においても，

重要な取組として位置づけられる予定です。このような観

点から，ＳＤＧｓやレジリエンスとの関連について記載す

ることとします。 

【② 所有者の方々の取組】 

・ これまで京町家を維持してき

た方々をもっと評価するなど，

前向きな記述となるよう工夫し

て欲しい。 

など 

３ 

現在，市内に４万軒の京町家が残存しているのは，所有

者の皆様が，これまでの様々な厳しい社会情勢の変化の

中，適切な維持管理や改修，相続等による継承など，尊い

行動を積み重ねてこられた結果であり，そのような経過が

あったうえでの今回の計画であるということを記載する

こととします。 

【③ その他】 

・ 取組例など，もっと詳細な記

載があればよかった。 

など 

２ 

京町家の持つ価値や保全・継承の意義の普及啓発，本計

画に基づき運用する制度や様々な支援策の周知に当たっ

ては，できる限り具体例をお示しし，具体的なイメージを

持っていただきやすいよう取り組んでまいります。 

 

２ 基本的な方針について（１７５件） 

⑴ 不動産流通市場の積極的な活用に関すること（２５件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 賛成，期待】 

・ 不動産流通市場の積極的な活

用を行うべき。 

など 
９ 

京町家の保全・継承を進めるためには，所有者のニーズ

に合った改修や活用に関する幅広い選択肢を示すことが

重要であり，条例に基づく協議の申出や解体に関する届出

と併せて，不動産関係団体等との連携により，支援制度や

活用事例の提供，改修や活用方法の提案，活用希望者との

マッチングを行ってまいります。京町家マッチング制度で

は，登録団体及び事業者等に対し，取得した個人情報を目

的外に使用してはならないこと，個人情報の重要性を認識

し，個人の権利利益を侵害することがないよう努めること

を課しており，適正な運用を行ってまいります。 

【② 反対】 

・ 不動産事業者に守秘義務が守

られず，情報が漏れ，解体を前

提とした売却を求められること

になるため，反対である。 

など 

３ 
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【③ 民間市場での流通促進】 

・ 民間ベースで京町家が流通さ

れることが望まれる。 

・ 民間の流通市場にできるだけ

委ねることで，必要以上の行政

コストを掛けないことが重要。 

・ 不動産流通市場には，国や行

政が積極的に関わり，土地の適

正な利用など，規制を行うべき

である。 

など 

８ 

京町家の保全・継承を進めるためには，所有者のニーズ

に合った改修や活用に関する幅広い選択肢を示すことが

重要であり，条例に基づく協議の申出や解体に関する届出

と併せて，不動産関係団体等との連携により，支援制度や

活用事例の提供，改修や活用方法の提案，活用希望者との

マッチングを行ってまいります。 

また，京町家マッチング制度の構築・運用では，「信頼性

の確保（京町家の保全・継承のために効果的であり，所有

者が安心して依頼できること）」及び「透明性（対応団体・

事業者の選定方法や活用提案の結果について透明性を確

保すること）」に留意し，取組を進めております。 

 

【④ その他】 

・ 地域に密着した不動産流通市

場を活用することが重要であ

る。 

など 

５ 

京町家マッチング制度では，条例の趣旨に賛同し，京町

家の保全及び継承に取り組む事業者等が対応することを

求めており，地域に密着した事業者の活用を図っていま

す。 

 

⑵ 地域の役割の重視に関すること（１９件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 賛成，期待】 

・ 地域住民の支えがとても重要

である。 

・ 地域のまちづくりを支援する

ことで，京町家の重要性が再認

識される。 

・ 地域の町家に対する意識の向

上が重要であり，行政は更に支

援できるように検討が必要であ

る。 

など 

７ 京町家の保全・継承は，京町家所有者や地域住民の意識

醸成，京町家の取壊しの回避等の観点から，地域のまちづ

くり活動と一体となって取り組むことが効果的であるた

め，自治組織や市民活動団体の京町家の保全・継承に関す

る活動を促進してまいります。 

【② 反対 】 

・ 地域住民には情報がなく意識

も低いので，行政が主体となっ

て行うべきである。 

１ 

【③ 行政の関与】 

・ 地域コミュニティが弱体化し

ており，地域が京町家の保全に

関わることは困難であり，行政

の積極的な関与が必要である。 

・ 地域の負担にならないように

していくことも大事である。 

など 

４ 

空き家対策や防災まちづくりなど，既に地域まちづくり

活動に取り組まれているところにおいては，既存の活動の

中で，京町家をまちづくり資源として活かすなど，京町家

の保全・継承の視点を取り入れていただけるよう働きかけ

ます。 

また，特に地域まちづくり活動が活発でない地域におい

ては，京町家相談員や京町家マッチング制度の登録団体に

おける対応事業者などの専門家，事業者と連携し，自治組

織等と協力しながら，既存の会合等を活用した相談会や説

明会の開催などを検討してまいります。 

【④ 取組の単位】 

・ 取組は町や通りなどの小さな

単位で行うのが適当である。 

など 

３ 

それぞれの地域のまちづくり活動の実情に合わせて，そ

れぞれに活動しやすく効果的で最適な単位で取り組んで

いただけるよう取り組んでまいります。 
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【⑤ その他】 

・ 地域の役割がイメージしにく

い。 

など 

４ 

近年の高齢化の急速な進行や空き家の増加，単身世帯の

増加など，京町家を取り巻く社会情勢や，京町家所有者が

抱えている維持・継承の問題から，京町家の保全・継承の

実効性を高めるには，所有者等に身近な「地域」が役割を

担っていくことが重要となると考えています。 

 

⑶ 各分野との連携に関すること（１３件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 賛成，期待】 

・ 関連する問題に行政間で連携

して取り組むことが必要であ

る。 

・ 実務レベルで連携して欲し

い。 

・ 文化財や環境の政策分野との

連携が必要である。 

など 

８ 

京町家の保全・継承は，人口減少・少子高齢化対策，景

観・住宅，文化・芸術，観光・産業，防災・危機対応，環

境，福祉・子育てなどの様々な分野と関連しており，これ

らの分野と連携しつつ，課題解決に相乗効果を発揮できる

よう取組を進めてまいります。 

【② 都市政策としての取組】 

・ 都市政策として総合的に取り

組む必要がある。 

など 

３ 

京都の美しい景観及び生活文化の象徴である京町家は，

京都の都市政策を考えるうえで，京都ならではの文化の継

承やまちの魅力・活力の向上につながる貴重な財産である

ことを念頭に，関連部局と連携しつつ，保全・継承の取組

を進めてまいります。 

【③ 民間との連携】 

・ 行政だけでなく，民間との連

携も重要である。 

など 

２ 

京町家の保全・継承は，事業者団体，市民活動団体，自

治組織など，様々な主体が連携・協力して進めることが重

要であり，この考えのもと，民間とも連携して取り組んで

まいります。 

 

⑷ 計画の期間等に関すること（４７件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

＜計画の期間について（８件）＞ 

【① 賛成，期待】 

・ 妥当な期間である。 

など 

２ 

計画期間は，平成 30 年度から平成 39 年度の 10 年間と

しますが，社会情勢の変化や取組の効果等を踏まえ，計画

期間中であっても見直しを行います。また，この計画の期

間終了後もそれまでの取組の効果等を踏まえ，必要な施策

を行ってまいります。 

【② 長期的な取組】 

・ もっと長期的に取り組むべき

である。 

など 

５ 

【③ 短期的な取組】 

・ 短期で進めてはどうか。 
１ 
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＜計画の地域について（２１件）＞ 

【① 地域の限定】 

・ 重点的に保全する地域など，

対象とする地域を限定してはど

うか。 

・ 中心市街地だけでよいのでは

ないか。 

など 

１４ 
京町家は，その立地に応じた地域の特徴を備えており，

それぞれに景観的・文化的に貴重な価値があるものと考え

ていることから，本計画の対象とする地域は，市内全域と

しています。 

なお，趣のある町並み及び個性豊かで洗練された生活文

化の保全・継承を効果的に進めるため，個別の建物や区域

を指定し，施策を重点的に講じてまいります。 

【② 市内周辺部など】 

・ 市内周辺部も含めて，京町家

の保全・継承に取り組む必要が

ある。 

・ 地域に応じた施策を行うべき

である。 

など 

７ 

＜計画の対象について（１８件）＞ 

【① 対象の限定 】 

・ 計画の対象は，京町家の文化

的価値などで限定すべきであ

る。 

・ どの程度残してどの程度費用

をかけるのか，よく考える必要

がある。 

・ 規模や形態，管理状況等に応

じてきめ細かく施策を実施する

ことが必要である。 

など 

１２ 

京町家は，建築時期や地域に応じて様々な特徴を有し

ており，それぞれに景観的・文化的に貴重な価値があるも

のと考えていることから，本計画の対象とする京町家は，

条例に規定する京町家全てを対象としています。 

例えば，新しい外壁をまとった看板建築も京都のまち

なかでたくさんのものが大切に引き継がれており，元の

京町家本来の姿へ戻すことも比較的容易であることなど

から，保全・継承の対象としています。 

なお，趣のある町並み及び個性豊かで洗練された生活

文化の保全・継承を効果的に進めるため，個別の建物や区

域を指定し，施策を重点的に講じてまいります。 

 

【② 京町家の定義】 

・ 京町家の定義は厳格にすべき

ではない。 

など 

６ 

京町家の定義は，「京町家再生プラン」（平成１２年策

定）や過去に実施した京町家まちづくり調査を踏まえ，京

町家の形態や意匠を整理したものであり，改めて厳格に

したものではありません。 

 

 

⑸ 計画の目標，評価指標，モニタリングに関すること（１７件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 達成度】 

・ 評価指標の達成度にこだわる

のではなく，個別の良い取組を

積み上げていくべきである。 

など 

５ 

改修等に対する助成制度の創設・充実や京町家マッチン

グ制度の整備・運用，京町家に関する情報の効果的な発信，

京町家の保全・継承に向けたまちづくり活動の支援，京町

家と認められる新築等の住宅のあり方及び誘導策の検討

など，取組を一つ一つ丁寧に行い，京町家の保全・継承に

つなげられるよう進めてまいります。 

評価指標については，京町家マッチング制度を効果的に

機能させるために必要と考えられる体制と，京町家の保

全・継承に関する地域のまちづくり活動を市内に広く展開

していくために必要と考えられる取組数としており，この

指標によって取組の効果を測ってまいります。 
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【② 京町家の軒数に関する目標

等】 

・ 目標や評価指標には，京町家

の軒数に関する具体的な数値を

掲げるべきである。 

など 

４ 

立地や規模，意匠・形態等に関わらず，全ての京町家に

貴重な価値があると考えているため，市内にある全ての京

町家を対象に，可能な限り保全・継承に結びつけることを

目標とすると同時に，取組の効果を測る指標として，「京町

家マッチング制度活用提案や相談に応じる事業者，相談員

の数について，計画最終年度で計 200名」及び「自治組織

や市民活動団体等がまちづくり活動として，新たに行った

京町家の保全・継承に関する活動数について，計画最終年

度時点で 40件」という二つの指標を設定しています。 

なお，京町家の保全・継承や解体に関する相談件数や対

応結果，京町家マッチング制度を通じて保全・継承につな

がった軒数などをモニタリングし，取組について必要な改

善を図ってまいります。 

【③ その他】 

・ 活用用途も目標に掲げるべき

である。 

・ 新築京町家の数を目標にして

はどうか。 

など 
８ 

生活文化の保全・継承・発展という観点からは，住まい

として活用されることが重要と考えています。しかし，規

模や立地等によっては，住まいとして活用することが困難

な場合もあるため，店舗や宿泊施設，オフィスなど，様々

な用途への活用も，京町家を保全・継承するための有効な

手段であると考えており，特定の活用用途を目標に掲げる

ことはしておりません。また，新築等の京町家のあり方に

ついては，京町家保全・継承審議会の部会で議論を行って

いるところであり，現時点で計画の中に目標数を掲げるこ

とは考えておりません。 

 

⑹ 京町家の調査に関すること（１５件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 調査間隔】 

・ もっと短い間隔で調査すべき

である。         など 

５ 全数調査は概ね５年毎に実施することとしていますが，

取組の評価のためのモニタリングなどは毎年度実施して

まいります。そして，取組の結果について検証するととも

に，検証結果をその後の施策に反映してまいります。 

【② 賛成，期待】 

・ 賛成である。 

など 

３ 

【③ 調査方法，調査結果】 

・ 所有者や市民，有識者を巻き

込んだ調査が必要である。 

・ ４万軒の京町家の情報を公開

すべきである。 

など 

５ 

調査時点における京町家の保全・継承に関する課題や社

会情勢等を踏まえ，必要となる調査方法について，都度検

討してまいります。 

また，多様な主体がそれぞれの役割に応じた取組で京町

家の保全・継承を進めるためには，自治組織や市民活動団

体等が，京町家所有者に対して，働きかけやすい環境整備

を行う必要があると考えており，個人情報の保護にも配慮

したうえで，どのような方法が可能か検討を進めてまいり

ます。 

【④ 活用状況】 

・ 京町家の活用状況についても

調査すべきである。    など 

２ 

京町家の件数だけでなく，空き家かどうかの確認や，活

用状況についても調査を実施してまいります。 
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⑺ その他（３９件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 基本的な方針全体】 

・ 賛成である。 

・ より具体的・抜本的な対策を

行うべきである。 

など 

６ 

本計画では，「不動産流通市場の積極的な活用」と「地域

の役割の重視」などを基本的な考え方としたうえで，「意識

の醸成」，「維持修繕及び改修の推進」，「継承及び流通の促

進」，「改修等に関する技術・技能の継承の推進」，「自治組

織，市民活動団体等の取組の促進」，「各主体の連携・協力

の推進に向けた交流の促進」，「その他の取組」の項目ごと

に，具体的な取組を進めてまいります。 

【② 多様な活用】 

・ 店舗や宿泊施設など，住まい

以外の用途を含め，多様な用途

に活用されることが必要であ

る。 

・ 商業利用にも頼らないと滅失

は防げない。 

・ 現代の文化にも合わせた活用

方法を増やして，保全していけ

ればよい。 

など 

１４ 

生活文化の保全・継承・発展という観点からは，住まい

として活用されることが重要と考えています。しかし，規

模や立地等によっては，住まいとして活用することが困難

な場合もあるため，店舗や宿泊施設，オフィスなど，様々

な用途への活用も，京町家を保全・継承するための有効な

手段であると考えています。 

【③ 住まい（職住一体型含む。）

としての活用】 

・ 住宅用途として活用されるこ

とが最も良い。 

・ 本来の職住一体型の利用が理

想。 

・ 市内居住の促進につながるよ

うなものにしていけるかが課

題。 

・ 居住用として保全するなら，

そのための支援が必要である。 

など 

８ 

【④ 現代の暮らしとの関係】 

・ 時代のニーズに合わせていく

ことも重要である。 

・ 現代の暮らしにも見合うよう

な改修や利用方法を検討しても

よいのではないか。 

など 

６ 

京町家が保全・継承されていくためには，現代の暮らし

に合わせた生活しやすいものにして，住み継がれていくこ

とが重要です。 

また，生活文化の継承の観点から，住まいとして活用さ

れることが重要と考えていますが，店舗や宿泊施設，オフ

ィスなど，様々な用途への活用も，京町家を保全・継承す

るための有効な手段であると考えています。 

このように，京町家の意匠・形態や蓄積されてきた生活

文化を大切にしつつも，現代の生活に合わせた改修や新た

な活用についても，検討してまいります。 

【⑤ 保全・継承の主体】 

・ 京町家の保全・継承は，所有

者だけで行うのではなく，様々

な主体が連携・協力して取り組

むべきである。 

・ 関係者だけで取り組めばよ

い。           など 

３ 

京町家を保全・継承していくためには，京都市や所有者，

使用者の方はもちろん，事業者，市民活動団体，市民の皆

様など，様々な方々の御協力と連携が必要であり，様々な

主体が「みんなごと」として取り組んでいけるよう，普及

啓発等に取り組んでまいります。 
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【⑥ その他】 

・ 文化財として公で保存しなけ

れば，京町家の保全・継承は難

しいのではないか。 

・ 商業利用では，ビジネスがう

まく行かなかった場合，取り壊

されてしまうおそれがあるので

はないか。 

２ 

京町家の保全・継承の意義の一つは，生活文化の保全・

継承にあり，生活文化は，日常生活の中で，時間をかけて

積み重ねられ，磨かれ，更には発展していくものです。そ

のため，京町家の保全・継承には，活用しながら保全する

手法が適しているものと考えています。 

また，活用事業者の事業の都合上，京町家の活用をやめ

る場合には，京町家マッチング制度などを活用していただ

き，新たな担い手に引き継ぐことができるよう支援してま

いります。 

 

３ 具体的な取組について（３３４件） 

⑴ 京町家の改修等に対する助成制度の創設に関すること（３９件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 助成の対象・内容】 

・ 全ての京町家を助成の対象と

するのではなく，選択と集中を

すべきである。 

・ これまで対象とならなかった

ような一般的な京町家も対象に

すべきである。 

・ 財源や助成割合，助成額など

を示すべきである。 

・ 内部の改修助成の対象につい

て，方向性を明確に示すとよい

のではないか。 

など １３ 

本計画では，市内に存在する全ての京町家を対象に，保

全・継承の取組を進めてまいりますが，助成制度について

は，趣ある町並み又は個性豊かで洗練された生活文化の保

全・継承を効果的に進めるため，以下の対象・内容で実施

しています。 

＜個別指定京町家＞ 

⑴ 大規模改修    上限 250万円，補助率 1/2 

           （内部改修含む（上限 60万円） 

⑵ 日常的な維持修繕 上限 30万円，補助率 1/2 

＜指定地区内の京町家＞ 

 大規模改修    上限 100万円，補助率 1/2 

 

助成の対象とする内部改修は，内部の歴史的・伝統的な

形態又は意匠を保全又は復原する工事であり，具体的に

は，通り庭，火袋，坪庭又は奥庭，床の間，縁側，欄間等

の歴史的・伝統的な形態又は意匠やその造作について，保

全又は復原する工事や，壁，しっくい壁，聚楽壁，網代天

井等の歴史的・伝統的な内壁・天井・床の仕上，建具につ

いて，保全又は復原する工事です。 

なお，京町家は，本市固有の趣きある町並み及び個性豊

かで洗練された生活文化を象徴するものであり，魅力ある

まちづくりに欠くことのできない市民の貴重な財産であ

ることから，宿泊税等も活用しつつ，保全・継承の支援を

行ってまいります。 

 

【② 賛成，期待】 

・ 改修に対する負担を軽くする

ことが重要である。 

・ 助成制度の充実が必要であ

る。           など 

８ 

京町家の建物としての健全化や修景等を支援すること

は，所有者の保全意識の向上と，次の担い手への円滑な継

承に繋がる重要な取組であるため，引き続き実施してまい

ります。 

【③ より充実した助成】 

・ 補助率の引き上げや全額助成

など，より充実した助成が必要

である。 

など 

８ 

平成３０年度に，京町家の改修や維持修繕にかかる費用

に対する助成を新たに創設するとともに，京町家等耐震改

修助成事業では，補助率・上限額とも引き上げるなど充実

を図っています。京町家の維持・改修や安全性の向上にか

かる所有者の負担の軽減に向け，制度の利用促進に努めて

まいります。 
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【④ 助成に対する市民理解】 

・ 公平性の観点から，なぜ京町

家に助成するのかについて，市

民的な理解が必要である。 

など 

４ 

京町家は，個人所有の財産ではありますが，本市固有の

趣きある町並み及び個性豊かで洗練された生活文化を象

徴するものであり，魅力あるまちづくりに欠くことのでき

ない市民の貴重な財産であることから，保全・継承の支援

を行ってまいります。 

 

【⑤ 改修費用の軽減】 

・ 工法の工夫等による改修費用

の軽減の研究が必要である。 
２ 

改修に係る工事費用の軽減は課題と考えていますが，工

法の工夫には，改修工事に係る経験の蓄積と高い専門性が

必要であり，事業者や専門家など，多くの関係者の協力が

必要と考えられるため，工事内容や実施体制について，ど

ういったものが考えられるか，研究してまいります。 

 

【⑥ その他】 

・ 助成を受けた後に解体した場

合にはペナルティがあるよう

な，メリハリの効いた助成制度

にする必要がある。 

・ 助成制度についてもっとＰＲ

すべきである。 

など 

４ 

京町家の改修助成制度では，助成を受けた改修工事の完

了後１０年以内に，対象となった京町家を除却したり，又

は改修工事を行った部分について著しい改修を行った場

合は，助成金を返還しなければならないこととしていま

す。 

京町家の改修助成制度については，リーフレットの作成

やポスティング，ホームページへの掲載，条例に基づく指

定の案内等において周知に努めていますが，今後も，あら

ゆる機会を捉えて周知に努め，必要とする方に助成制度を

活用していただけるよう取り組んでまいります。 

 

 

⑵ 京町家マッチング制度の整備・運用に関すること（３５件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 賛成，期待】 

・ 非常に大切な取組となる。実

効性のある仕組みの構築を期待

する。 

・ 困難もあると思うが，あきら

めず頑張ってほしい。 

など 

９ 

京町家の保全・継承の取組を進めるうえで，京町家マッ

チング制度は非常に重要な取組です。この制度が有効に機

能するよう，不動産関係事業者や建築関係事業者等と連携

し，取組を進めてまいります。 

【② 大型京町家の保全・継承】 

・ 特に保全・継承が難しい大型

の京町家について，行政と市民

活動団体，民間事業者等が協働

し，保全・継承に取り組んでほ

しい。 

など 

８ 

大型の京町家の継承については，京町家等継承ネットに

おいて，これまで，相談会の開催等を通じて相談があった

案件ごとに，会員内でのプロジェクトチームを結成し，所

有者の意向，立地条件や建物の特徴などの特性に応じ，活

用提案や活用希望者とのマッチングを実施しています。 

また，市民活動団体においても，継続して，大型の京町

家の所有者への助言，支援を行っています。 

今年度新たに事業者団体等との連携のもと創設した「京

町家マッチング制度」において，こうした取組と協働しな

がら大型の京町家の保全・継承に取り組んでいきます。 

 

【③ 譲り手・担い手の情報】 

・ 京町家を譲りたい人や活用し

たい人の情報を収集することが

重要である。 

など 

４ 

京町家の所有者と活用希望者の情報を収集し，両者を結

びつける機能の充実の必要性はあると考えており，どのよ

うに運営することが効果的か，研究してまいります。 
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【④ 情報提供】 

・ マッチングでは，所有者に対

して，京町家の良さを生かした

改修方法や改修費用，助成など

の情報提供を合わせて行うべき

である。 

・ 所有者に対する活用方法の提

案が必要である。     など 

４ 

京町家マッチング制度では，活用方法の提案や活用希望

者とのマッチングを行う中で，京町家の改修方法や改修費

用，助成などの情報提供を行ってまいります。 

また，条例では，不動産事業者に対し，「所有者及び京町

家を購入し，又は賃借しようとするものに対し，京町家の

保全及び継承に関する情報の提供及び助言を行う」ことを

努力義務として定めており，この活動の中でも同様の情報

提供を行ってまいります。 

【⑤ 行政の役割】 

・ 行政等が主導することが必要

である。 

など 
２ 

京町家マッチング制度における行政の役割の一つは，京

町家を残すかどうかの判断を迫られている所有者に対し，

安心して相談していただき，京町家の保全・継承の選択肢

を示すための窓口としての機能であり，具体的な活用方法

の提案や活用希望者とのマッチングについては，登録事業

者団体に果たしていただくことが効果的であると考えて

います。本市と民間事業者団体とが連携し，マッチングの

機能が民間に定着していくよう取組を進めてまいります。 

【⑥ 地域のニーズ】 

・ 地域のニーズや要望に沿った

活用・改修計画にする必要があ

る。 

など 

２ 

京町家の活用・改修を行ううえで，地域の状況やニーズ

は，考慮すべき要素の一つであり，各地域に合った活用，

改修が進むよう，事業者団体と連携してまいります。 

【⑦ その他】 

・ 制度の透明性の確保が重要で

ある。 

・ マッチングの成果をアピール

するべきである。 

など ６ 

京町家マッチング制度の構築・運用では，「信頼性の確保

（京町家の保全・継承のために効果的であり，所有者が安

心して依頼できること）」及び「透明性（対応団体・事業者

の選定方法や活用提案の結果について透明性を確保する

こと）」に留意し，取組を進めております。 

これと同時に，所有者のご意向を丁寧に伺ったうえで，

事業者と連携して，活用方法の提案や活用希望者とのマッ

チングを行ってまいります。 

今後，マッチングの成功事例を積み重ねることで，信頼

性を高めるとともに，その成果についても周知し，マッチ

ング制度の活用を促進してまいります。 

 

⑶ 市の介在する京町家の賃貸モデル事業に関すること（３２件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 賛成，期待】 

・ 賃貸モデル事業を行うのは賛

成。 

・ 成功事例があれば，うまく行

きそうな事業だと思う。 

・ 早急に効果を検証し，事業規

模の拡大を測るべき。 

など 

９ 

本モデル事業の目的は主に以下の２点です。 

・ マッチング制度では担い手が見つからなかった京町家

について，行政が借上げることで活用し，保全・継承の

道筋をつけること。 

・ 専用住宅又は併用住宅として活用することにより，京

町家ストックの改良及び活用を促進するとともに，居住

者に京町家の生活文化を体験してもらうことにより，京

町家の魅力発信，生活文化の継承，担い手の育成を行う

こと。 

これらの目的を果たすことができるよう，モデル事業と

して取組を進めていきたいと考えています。 

【② 反対】 

・ 市場でマッチングできないも

のを行政がうまくできるとは思

えない。 

・ 行政コストに見合わない。 

など 

３ 
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【③ 借り上げた町家の活用方法】 

・ 借上げた京町家は，大学の学

生寮や，市職員の住宅，地域住

民の活動拠点，生活文化の発信

拠点など，多様な活用を検討す

るべきである。 

など 

１０ 

本モデル事業は，京町家を行政が借り上げ，民間事業者

に住まいとして転貸し，民間資金を活用して京町家のスト

ックの改良を行おうとするものです。モデル事業での検証

を踏まえ，借り上げた町家の活用方法等についても必要に

応じて研究してまいります。 

【④ 行政による買取制度】 

・ 行政による買取制度を作って

はどうか。 

など 

７ 

市による買取りについては，財政負担等の観点から，慎

重な検討が必要と考えています。 

【⑤ その他】 

・ 建物の維持費用や管理責任な

ど具体的な運用方法を決めてお

く必要がある。 

・ 地域とのつながりを大切に

し，生活文化が継承できるよう

にする必要がある。 

など 

３ 

借上げた京町家の転貸に係る改修や管理責任について

は，モデル事業の中で検討を進めてまいります。 

また，借上げた京町家の転貸に当たっては，生活文化の

保全・継承の観点から，住まいとして賃貸することを条件

としています。 

 

⑷ 京町家に関する情報の効果的な発信に関すること（５７件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 情報発信の対象】 

・ 若い世代を対象とした情報発

信が必要である。 

・ 事業者（不動産事業者や解体

工事業者）への周知啓発が必要

である。 

・ 高齢者に対する分かりやすい

周知啓発が必要である。 

・ 外国人の方が関心が高いので

はないか。 

・ 全国的に認知度を高めていく

必要がある。 

など 

１７ 

子どもや若者，高齢者，不動産事業者や解体工事業者，

外国人など，様々な対象に応じて，これまで京町家に関わ

りがなかった方々にも行き届くよう，総合情報サイトの構

築や情報冊子の作成，地域と連携した相談会の開催など，

京町家に関する様々な情報を利用しやすい環境を整備し

てまいります。これによって，様々な主体が，「みんなごと」

として京町家の保全・継承に関わっていただけるよう取り

組んでまいります。 

【② 価値の共有】 

・ 京町家の価値が，京都市民全

体に十分共有されているとは言

い難い。 

など 

１３ 

歴史に培われ，京町家に蓄積された生活文化を理解した

うえで，京町家の活用が図られるよう，生活文化について

も広く活用事業者や市民に分かりやすく周知してまいり

ます。 

【③ 情報発信の方法】 

・ これまでの手法だけでなく，

様々な機会に，様々な手法によ

り，様々な内容について，継続

的に分かりやすい普及啓発に取

り組むべきである。 

など 

１２ 

これまでの取組は主に市内に留まっていますが，市内の

各地域の人々はもちろん，市外，更には国外も視野に入れ，

様々な機会を捉えて，継続的に効果的な情報発信を行って

まいります。 
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【④ 所有者の意識】 

・ 自分の家が京町家に該当する

ことを認識していない所有者が

多く，まずは所有者の意識を変

える必要がある。 

・ 所有者に京町家の価値につい

て伝えることが必要である。 

など 

１０ 

京町家の保全・継承に関心が低い方々には，事業者や行

政等から発信される情報が十分に伝わっていないことが

考えられるため，これまで以上に情報が確実に伝わること

を意識して効果的な働きかけを行ってまいります。 

【⑤ 情報発信の内容】 

・ 支援制度や安全面の情報発信

が必要である。 

など 

３ 

耐震改修に対する助成制度をはじめとする各種支援制

度や，現代の生活に合わせた改修方法について，周知して

まいります。 

【⑥ その他】 

・ 具体的にどのような工夫をす

るのかが分からない。 

など 

２ 

京町家に関する様々な情報を提供する総合情報サイト

の構築や情報冊子の作成を行うとともに，地域別の相談会

の開催など，効果的な情報発信を行ってまいります。 

 

⑸ 京町家の生活文化等に関する教育研修プログラムの作成や学習機会の創出に関すること（２３件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 賛成，期待】 

・ 京町家の良さ・魅力を次世代

の子ども達に理解してもらい，

将来の担い手になってもらうこ

とが重要。 

・ 社会見学など，京町家に触れ

る機会が必要である。 

など 

１９ 

教育や事業者向けに，京町家に関する教育プログラムの

開発・試行実施を行うことで，未来を担う子どもや，不動

産業者，建築関連業者（設計・施工等），活用事業者に対し，

京町家が持つ価値や，京町家で培われた生活文化を伝え，

京町家の価値の共有を図ってまいります。 

また，京町家の価値について知るためには，実際に見て

肌で感じることが非常に重要と考えています。見学や公開

に協力いただける京町家を登録し，京町家と見学希望者と

の橋渡しを行うなど，学校の社会見学等で，子ども達が京

町家の実物に触れる機会の創出を検討してまいります。 

【② 教育プログラムの対象】 

・ 京都市民全体が生活文化等に

ついて学べるようにすべきであ

る。 

など 

４ 

文化教育プログラムの対象は，子どもや事業者に限定す

るものではなく，作成した学習資料は公開し，一般でも活

用していただけるようにしてまいります。 

 

⑹ 京町家の保全・継承に向けたまちづくり活動の支援に関すること（２４件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 賛成，期待】 

・ 自治組織や市民活動団体の活

動に対して支援することが必

要。 

・地域と協働で京町家の保全を進

めていく必要がある。 

・ 京町家によって同じ価値観を

共有することで，地域社会の仲

間づくりができるといい。 

など 

１１ 

京町家の保全・継承は，京町家所有者や地域住民の意識

醸成，京町家の取壊しの回避等の観点から，地域のまちづ

くり活動と一体となって取り組むことが効果的であるた

め，自治組織や市民活動団体の京町家の保全・継承に関す

る活動を促進してまいります。 

 



14 

 

【② まちづくり活動の活性化】 

・ 京町家の保全・継承の取組

が，広くまちづくり活動の活性

化に繋がることを期待する。 

など 

５ 

地域のまちづくり活動は，地域の方々の自主的な活動に

大きな意味があると考えています。そういった地域の活動

を支援していくことが行政の役割と考えています。 

【③ 具体的な支援内容】 

・具体的にどのような支援をする

のか。 

など 

４ 

町家の所有者や地域の主体的な取組を促していくため，

京町家相談員，京町家マッチング制度における登録団体の

対応事業者，京町家等継承ネットなど，京町家の保全・継

承に意欲がある事業者，専門家と連携し，対象エリアの自

治組織等と協力しつつ，エリア内での集まり等を利用した

京町家に関する説明会や相談会，京町家の戸別訪問による

情報提供（京町家の価値や各種支援制度等）や悩みごとの

聞き取り等を行い，今後の地域での自主的な取組等に繋げ

てまいります。 

 

【④ その他】 

・ 防災まちづくりや空き家対策

の取組とも連携すべきである。 

など 
４ 

密集市街地に京町家が多く立地していることや，京町家

に空き家が多いことから，京町家の保全・継承と，防災ま

ちづくりや空き家対策とは密接な関わりがあります。ま

た，地域のまちづくり活動に取り込んでいただきやすくな

るため，防災まちづくりや空き家対策の取組とも連携して

まいります。 

 

⑺ 他都市との連携の推進に関すること（１２件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 賛成・期待】 

・ 他都市との連携推進は町家保

全の取組として有意義である。 

・ 他都市の情報もしっかりと発

信していただき，京町家保全の

気運を高めていただきたい。など 

９ 

他都市と連携し，町家をはじめとする歴史的建築物の保

全・継承の気運を，全国規模で高めることができるよう取

り組んでまいります。 【② その他】 

・ 町家に限らず，日本家屋など

が多く残る地域等との連携も必

要である。 

など 

３ 

 

⑻ 京町家と認められる新築等の住宅のあり方及び誘導策の検討に関すること（５８件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 賛成，期待】 

・ 古い京町家を残すだけでな

く，京町家を増やすことも重要

だと考えるので，両輪でこの施

策を進めて欲しい。 

・ 京町家の良さを取り入れた現

代のニーズにあった新しい町家

を増やしていく挑戦に期待して

いる。 

など 

２９ 

京都の美しい景観や，歴史に培われてきた生活文化，洗

練された精神文化の象徴である京町家を未来へ継承する

ため，現存の京町家の保全・継承と合わせて，京町家の知

恵を継承した，既存の京町家と共存できる住まいの建築を

促進してまいります。 
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【② 新築等京町家のあり方】 

・ 既存の京町家の単なる模倣で

はなく，災害に強く，現代の生

活にあったものにするべきであ

る。 

・ 自然素材を積極的に利用すべ

きである。 

・ 景観や構法にはこだわるべき

である。 

・ 普及させるためには，柔軟な

基準にする必要がある。 

など 

８ 

現在，京都市京町家保全・継承審議会の部会で，京町家

と認められる新築等の住宅のあり方について議論してい

ただいているところです。その中で，災害への備え，現代

のライフスタイルに合った仕様などについても検討して

まいります。 

【③ 新築等の促進策】 

・ 新築を促進するため，所有者

や建築士，施工業者に対する支

援が必要である。 

など 

６ 

今後，京都市京町家保全・継承審議会の部会で，京町家

と認められる新築等の住宅の誘導策について議論してい

ただく予定です。京町家の知恵を継承した新築等の住宅の

あり方を検討することと合わせて，この住宅の新築等を促

進するための誘導策も検討してまいります。 

【④ 伝統構法の場合の手続】 

・ 伝統構法の場合の手続の簡略

化等，京町家を新築しやすい法

制度などを検討する必要があ

る。 

など 

４ 

京町家と認められる新築等の住宅のあり方及び誘導策

の検討では，伝統構法など，技術・技能の継承も目的のひ

とつとしております。伝統構法が一つの選択肢として選び

やすくなるためにどのようなことが必要か，情報収集して

まいります。 

【⑤ 伝統構法の技術の継承】 

・ 伝統構法による京町家の新築

を促すことなどによって，伝統

構法の技術力，担い手を継承し

ていく必要がある。 

など 

３ 

京町家の伝統構法による新築・改修を行うことができる

技術者や技能者の育成のため，職能団体と連携し，京町家

の改修技術・技能に関する講座の開催や，伝統構法の新築・

改修の現場での学習など，改修技術・技能を学ぶ機会を増

やしてまいります。 

 

【⑥ 新築等を誘導する地域】 

・ 周囲に町家がない地域に新築

を誘導してはどうか。 

など 

２ 

京町家と認められる新築等の住宅の誘導策については，

今後，京都市京町家保全・継承審議会の部会で議論してい

ただく予定としております。 

【⑦「平成の京町家」との関係】 

・ 平成の京町家との違いは何

か。 

・ 平成の京町家の取組を進める

べき。 

２ 

「平成の京町家」は，伝統的な京町家の知恵と現代の環

境技術を融合した京都型の環境配慮住宅であり，地球温暖

化対策などの観点から，自然を上手に利用する必要な様々

な仕様を求めつつ，京町家らしい形態・意匠については必

須としていませんでした。 

今回の「京町家と認められる新築等の住宅のあり方及び

誘導策の検討」では，「趣のある町並みの形成」と「生活文

化の継承と発展」の観点から，必要な要素について再整理

し，基準を定めようとするものであり，普及を進めるため，

仕様を減らし，住宅事業者がより取り組みやすい基準とす

ることを検討しております。 

【⑧ その他】 

・ 新しい京町家も，本来の京町

家を建替えるのでは保全・継承

に逆行するのではないか。 

など 

４ 

京町家と認められる新築等の住宅については，今ある京

町家について可能な限り保全・継承することを前提とし，

検討しております。 
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⑼ その他（５４件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 改修等の資金の調達】 

・ 改修等に係る資金の様々な調

達手法を検討する必要がある。 

など 
１３ 

京町家の改修等における資金調達を円滑化するため，地

域金融機関が行う低利融資の必要書類として活用できる

京町家プロフィールの周知を行ってまいります。また，有

効活用したいが資金調達面で課題を抱えるものについて，

民間資金を活用した受け皿を整備していくため，民間にお

ける資金供給の仕組み等を調査・研究してまいります。 

【② 税制上の支援】 

・ 土地の固定資産税や相続税の

軽減など，税制面の支援が必要

である。 

など 

１２ 

固定資産税に対する支援ではないかたちのより効果的

な支援として平成３０年度に創設した，個別指定京町家の

日常的な維持修繕に対する助成制度は，日常的に必要とな

る小修繕に対する支援とすることで，所有者の京町家の維

持・保全に係る負担を軽減することはもとより，京町家の

修繕工事に従事する市内建築業者など地域経済の振興や，

建物の健全化によるまちの安全性にも資するものであり，

地域とともに進める京町家の維持管理を支援しつつ，市民

の皆様からの財政負担に対する理解も図ろうとするもの

です。 

また，相続税については，本市からの要望により，歴史

的風致形成建造物と景観重要建造物は，平成２８年から，

相続税算定において，建造物等とその敷地の評価額を，登

録文化財と同様，３０％控除されることとなっています。

相続税の軽減措置の対象となる京町家の充実等について

は，引き続き，国に対して要望してまいります。 

【③ 周辺環境への配慮】 

・ 京町家の周辺環境にも配慮が

必要である。 

など 

８ 

条例では，不動産事業者及び建設事業者の責務として，

事業活動を行うに当たっては,京町家の町並みの景観に配

慮することを規定しており，京町家の周辺での建築行為等

についても配慮するよう啓発してまいります。 

【④ 京町家の産業利用】 

・ 京町家を事業所やオフィスな

ど，産業に活用したい事業者に

対し，行政が支援してはどう

か。 

６ 

京都市でのオフィス不足を解消するため，京町家をオフ

ィスとして活用することは，保全・継承につながる有効な

ひとつの方法と考えております。関連部局間で連携し，ど

ういった取組が有効か，検討してまいります。 

【⑤ 防災対策】 

・ 耐震性の向上等，防災対策を

図るべきである。 

３ 

耐震診断士の派遣や京町家等耐震改修助成事業などに

より，京町家の耐震性の向上について支援を行ってまいり

ます。 

また，密集市街地・細街路対策として，地域と行政が一

体となり，細街路やその周辺の状況を確認し，防災上の課

題点を整理するとともに，地域全体の安全性向上を図るた

めの解決策について検討・実施する「防災まちづくり」の

取組を実施しており，こうした取組との連携も図りなが

ら，今後も引き続き，建物・地域としての防災性の向上に

取り組んでまいります。 

【⑥ 建築基準法の制度充実】 

・ 増改築等を円滑に進め，保全

及び継承を推進するため，建築

基準法の制度充実が必要であ

る。 

３ 

本市では，「京都市歴史的建築物の保存及び活用に関す

る条例」により，歴史的な価値を有する建築物について，

建築基準法の適用を除外し，景観的，文化的に価値のある

意匠や形態等を保存しながら，建築基準法の下では困難で

あった建築行為を可能とする制度を創設しています。ま

た，本制度の手続をスムーズに進めるため，建築基準法を



17 

 

適用除外する際の技術的基準（建築審査会の包括同意基

準）を制定しています。 

今後も，引き続き，本制度の周知を図るとともに，国に

対し，増改築等の円滑化を図るための建築基準法における

制度改善など，必要な要望をしてまいります。 

【⑦ 規制強化】 

・ 居住者・所有者に対する支援

だけでなく，開発事業者に対す

る規制も必要である。 

など 

３ 

条例では，不動産事業者及び建設事業者の責務として，

京町家の保全及び継承に協力するとともに，事業活動を行

うに当たって，京町家の活用及び流通を促進し，並びに町

並みの景観の保全に配慮することについて規定していま

す。また，解体工事業者が条例に違反した場合には勧告等

を行うことができることとしています。 

【⑧ 相続前の継承】 

・ 被相続人が死去する前に，新

たな担い手に売却等をすること

により引き継げるような仕組み

が必要である。 

２ 

相続を機に解体されたり，建替えられる京町家が少なく

ないことから，相続に関する相続体制を充実させるととも

に，早めの相談の必要性について普及啓発してまいりま

す。 

【⑨ その他】 

・ 「出入りの大工さん」のよう

に定期的にメンテナンスする仕

組みがあると良い。 

・ 流通の前に，普段から維持管

理しやすい仕組みづくりが必要

ではないか。 

・ 古材を再利用する制度を設け

てはどうか 

など 

４ 

京町家の見守りについては，市民活動団体等による取組

なども踏まえ，研究してまいります。 

また，市民活動団体等が行う建具や家具などの部材の再

利用の取組等については，市がホームページ等を通じて周

知し，建具等の再利用の促進を図ってまいります。 

 

４ その他（３５件） 

市民の皆様の主な御意見 件数 本市の考え方 

【① 京都の美しい景観】 

・ 最も重要なのは，京町家にこ

められた先人の知恵や工夫，三

方を山に囲まれた景観である。 

・ かつては京都のまちは非常に

美しかった。 

など 

１２ 

景観政策等，本市の様々な政策を合わせた取組により，

京町家を中心とする京都の美しい町並み景観の創造を図

ってまいります。 

【② 京町家条例】 

・ 条例が果たす役割は大きい。 

・ もっと厳しい規制があっても

よい。 

・ 「京町家条例」に関して，趣

旨や制度がうまく伝わっておら

ず，駆け込みによる解体が増え

ているのではないか。 

など 

１０ 

「京都市京町家の保全及び継承に関する条例」におい

て，解体に係る届出を定めている趣旨は，解体しようとす

る場合，できるだけ早い段階で京都市に届出をしていただ

くことで，支援制度や活用事例の情報提供，事業者団体等

と連携した活用方法の提案や活用希望者とのマッチング

などの支援を行おうとするものです。京町家所有者を支援

するという趣旨がうまく伝わるよう，条例の趣旨も含めた

普及啓発に努めてまいります。 

【③ 地価等の高騰】 

・ 昨今の地価や賃料の高騰の影

響を回避することが必要であ

る。 

３ 

地価や賃料は市場で決定されるものであり，今後の動向

については一概に言えないと考えています。改修費や維持

修繕費の助成などにより，京町家の所有者の経済的負担の

軽減に努めてまいります。 
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【④ 担い手の不足】 

・ 京町家を維持できる経済力の

ある新たな担い手が少ない。 

など 

３ 

京町家の新たな担い手については，京都市内の個人に限

ることなく，市外の方や法人も含め，あらゆる可能性の中

から，京町家の保全・継承に取り組んでいただける主体に

なっていただくことが必要と考えています。 

【⑤ 職住共存】 

・ 京都の生活文化とは職住一体

の暮らしのことである。 

２ 

京町家が持つ価値のうち，「京都の生活文化の基盤」の部

分で，京町家が職住共存の暮らしの場であったことを追記

することとします。 

【⑥ その他】 

・ 京町家保全・継承審議会の委

員には，京町家の所有者等を多

く入れるべきである。 

など 

５ 

現在，京都市京町家保全・継承審議会の委員には，京町

家の所有者の方にも入っていただき，所有者としての貴重

なご意見をいただいています。今後も引き続き，京町家の

所有者の方にも委員になっていただき，御意見を取組に反

映させてまいります。 

 

 

 


